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1986-1990 1991-1995 1996-2000 2001-2005 2006-2007
生体牛 無視できる 非常に低い 無視できる 無視できる 無視できる
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2004-2007
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1986-1995

侵入リスク：「無視できる」～「非常に低い」のみ
国内安定性：次第に改善
食肉処理工程における低減効果：「大きい」
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国内リスクを考慮しない場合

＜侵入リスク＞

＜国内安定性＞

＜現在の食肉処理工程におけるリスク低減効果＞

1986-1990 1991-1995 1996-2000 2001-2005 2006-2007
生体牛 無視できる 中程度 無視できる 無視できる 無視できる

肉骨粉 無視できる 低い 無視できる 無視できる 無視できる

全体 無視できる 中程度 無視できる 無視できる 無視できる
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リスク低減効果

非常に大きい

1986-1990 1991-1995侵入リスク：「中程度」～「高い」の期間あり
国内安定性：次第に改善
食肉処理工程における低減効果：「非常に大きい」
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＜侵入リスク＞

＜国内安定性＞

＜現在の食肉処理工程におけるリスク低減効果＞

1986-1990 1991-1995 1996-2000 2001-2005 2006-2007
生体牛 無視できる 中程度 無視できる 無視できる 無視できる

肉骨粉 無視できる 低い 無視できる 無視できる 無視できる

全体 無視できる 中程度 無視できる 無視できる 無視できる

食肉処理
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リスク低減効果

非常に大きい

1986-1990 1991-1995侵入リスク：「中程度」～「高い」の期間あり
国内安定性：次第に改善
食肉処理工程における低減効果：「非常に大きい」
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期間は出生コホート（牛の誕生年）を示す
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